
（準備）

≪材料≫

※施工面積は、下地の状況や施工方法、またテクスチャーによって変動します。

※色粉は種類によって内容量が異なります。

① ②③

（施工）

①　下塗り　
薄塗りでの仕上がりのため、下地処理は念入りに行ってください。
セニクリル（シーラー）は、下地と壁材の接着をよくするために、必ず使用して
ください。濃い色を塗る場合は、吸い込みを均一にするため、セニクリルの
前に左官シーラー(ハイフレックス等)を塗ることをおすすめします。
セニクリルをローラーなどで塗った後、６～１２時間乾かしてください。
2度塗りの際には、4時間以上乾かしてから2度目を塗ってください。

②　仕上げ
アバナは未着色（白）であり、着色剤を使用する壁材です。
着色する場合は、アバナ５Kgに対してアバナカラーを１袋入れてよく混ぜ、
別容器に入れた指定量の水に材料を入れ、ムラができないように攪拌します。
（色によって色粉量、水量が異なります）
※　小さなダマが入っていることがあるので、よく攪拌してください。
基本的には、総重量に対して半分の量の水を入れます。

※　入れるカラーの量により自由に調色できます。
　
材料が攪拌できたら刷毛で模様をつけながら塗っていきます。
厚みは塗装をするようなイメージで、1mm厚程度に薄く平滑に塗ってください。
刷毛を左右上下に動かして塗り、お好みのテクスチャーをつけてください。
塗り終わったら約12時間乾燥させます。
※　アバナは弾性が少ないので、極度に刷毛目の凹凸があると
亀裂が入る可能性があります。

※　コテで塗った後に刷毛でテクスチャーをつけることもできます。

③　仕上げ応用編
仕上げの際、刷毛で塗った後にステンレスコテで軽く押さえることで、
アンティークな壁面を表現できます。
軽く手で触ってもアバナが手につかない状態まで乾いた頃に押さえてください。
（夏30分、冬１時間が目安です）
刷毛目と鏝で抑えた部分が半分ずつくらいだと仕上がりが綺麗に見えます。

◆　アバナ　◆

③アバナカラー（パウダー状）

商品名 容量、施工面積
2.5L=±20㎡

5kg=±15㎡

◆　アバナ　◆

種類

着色剤 仕上げ材１缶に対し色粉１袋が標準

10L=±80㎡
下塗り材
（シーラー）

①セニクリル　

ベース材 ②アバナ
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